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ほ場整備事業標準設計図について 

 
 

 

１ 目 的  

ほ場整備事業標準設計図（以下、「標準図集」という。）は、本県の経営体育成基盤整備事業や中山間地域総合整備事業などにお
けるほ場整備工事の汎用的な構造物の標準化と統一化を図り、それら事業の計画・設計・施工・施工管理の合理化並びに効率化を目
的とする。 

 
２ 適 用  

(1) 標準図集は、県営及び団体営事業に係るほ場整備工事に適用すること。 

(2) 標準図集は一般的な条件において設計しているため、条件が異なる場合には別途検討が必要であること。 

(3) 標準図集の寸法は特に表示する以外は、mmを単位とすること。 

(4) 解説及び注意事項に十分留意すること。 
 

３ 標準図集の改訂要旨 

(1) 改訂の目的 
標準図集は、平成９年８月の全面改訂以降、平成13年度に管水路工が一部改訂されて以降見直しされていないため、最新の土地改

良事業計画設計基準や本県独自の整備手法見直しなどに対応していない図面がある等、その適用に支障が生じていた。 

また、図面及び数量計算書は紙ベースで配布されていたため、発注時や変更時の図面の汎用性を阻害し、事務の効率化が図られて

いなかった。このため、設計基準等に適合した図面に改訂し、あわせて電子化（図面のCAD化及び数量計算書のExcel化）を行ったも

のである。 

(2) 今回の改訂は下記資料を基に行った。 

・ 岩手県農林水産部 ほ場整備事業標準設計図・様式集（H13.7.12最終改訂） 

・    同    ほ場整備事業設計積算の手引（H20.3.25最終改訂） 

・ 土地改良事業計画設計基準 設計「水路工」基準書・技術書（H13.2） 

・ 土地改良事業計画設計基準 設計「パイプライン」基準書・技術書（H10.3） 

・ 土地改良事業標準設計図面集「鉄筋コンクリート二次製品」［業務参考資料］（H15.12.25） 
・ 農業農村整備事業の整備手法見直しについて（H18.4.13付け農建第32号） 

制  定   昭和57年４月１日
最終改訂   平成21年４月１日 



 
(3) 改訂の主な要旨は下記のとおりである。 

・ 土地改良事業計画設計基準に基づいた図面の修正、追加及び削除 
・ 本県独自の整備手法見直しに対応した図面の追加 

・ 図面の電子化（CAD） 

・ 数量計算書の電子化（Excel） 

 

４ 標準図集の改訂内容 
(1) 改訂内容は、別紙１『ほ場整備事業標準設計図 新旧対照表［平成21年4月改訂］』を参照のこと。 

(2) 鉄筋径・ピッチの変更（D10@200→D13@250）・・・暗渠呑吐工、水槽工 

配力鉄筋量及び最小鉄筋量は、土地改良事業計画設計基準 設計『水路工』基準書・技術書P.70～73及びP.309 に基づき、下記のとお
りとした。 

・配力鉄筋量：500mm2/m 以上。よって、D13@250(507mm2/m)とする。 

・最小鉄筋量：500mm2/m 以上。よって、D13@250(507mm2/m)とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土地改良事業計画設計基準 設計「水路工」（H13.2）P309



 
 
 
 

(3) 空気弁口径選定表の変更・・・図面番号E-21 
 空気弁口径選定表について、土地改良事業計画設計基準 設計『パイプライン工』基準書・技術書P.397 に基づき、以下のとお
り変更した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行図面（E-11空気弁保護工） 改訂図面（E-21空気弁保護工）

土地改良事業計画設計基準 設計「パイ プラ イ ン工」（H10.3）P397 



 
 
(4) コンクリートの呼び名の変更（ex:18N-8-40→18-8-40） 
 コンクリート標準示方書〔規準編〕P.358に基づき、呼び名を変更した。 

 

(5) 整備手法の見直し（平成18年度）に応じた図面の追加 

 ・管水路工に浅埋設用の空気弁保護工・制水弁筐の図面を追加した。 

・暗渠排水工にドレンレイヤー工法（標準図、補助暗渠、水閘部、管理孔）の図面を追加した。 

 

(6) 最近の改訂履歴（平成9年度以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 付 工 種 改 定 内 容 

H 9 . 8 . 5 全工種 全面改訂・製本版発刊 

H11.5.31 管水路工 設計基準（パイプライン）の改訂に伴う変更。 

・パイプライン基礎の施工支持角の変更。 

・現場発生の良質な土砂（最大粒径20mm以内の砂質土・礫質土）は基礎材料として使用可能。 

・現場発生材は原則として概ね10haに1ヶ所の割合で土質試験を行い、標準設計図のタイプを決定する。 

H13.7.12 管水路工 ・給水栓の引込管をVP→VUに変更。（ただし、用水本管がVPの場合、引込管もVP） 



【別紙１】

図面名 備考 図面番号 旧図面番号 改定

1 畦畔工、進入路工 A-01 ←

2 道路工（箱抜型・上置型） B-01 ← ○

3 取付道路工 参考図 B-02 ←

4 道路工（安定処理） B-03 削除 ほ場整備工事において使用少のため削除。

5 素掘小用水路標準断面図 C-01 ← ○ 文字の修正〔監督員→監督職員に変更。不足した場合は・・・寄土してはいけないを削除。〕

6 用水路ベンチフリューム舗装工（新設用）標準断面図 C-02 ← ○ 文字の修正〔監督員→監督職員、承認→承諾に変更。不足した場合は・・・寄土してはいけないを削除。〕

7 用水路ベンチフリューム蓋かけ進入路工標準据付構造図 C-03 ← ○ 文字の追加〔均しコン材料（18-8-40)〕。文字の修正〔２．面工事と併せて・・・施行とするを削除。〕

8 掛口用ベンチフリューム工標準据付構造図 C-04 ← ○ 文字の修正〔３．取水栓・・・参照を削除。〕

9 横断用ベンチフリューム工標準据付構造図 C-05 ← ○ 文字の修正〔監督員→監督職員に変更。荷重表示（T-14,20）を削除。〕

10 BF落差工（H= 500）300～450 C-10 ← ○ 文字の修正〔基礎処理工→RC-80〕

11 BF落差工（H= 500）500～700 C-11 ← ○ 文字の修正〔基礎処理工を削除。〕

12 BF落差工（H=1000）300～450 C-12 ← ○ 文字の修正〔基礎処理工を削除。〕

13 BF落差工（H=1000）500～700 C-13 ← ○ 文字の修正〔基礎処理工を削除。〕

14 ベンチボックス構造図 C-20 新規 図面の新規追加。

15 素掘小排水路標準断面図 D-01 ←

16 排水路舗装工（排水フリューム） D-02 ← ○ 文字の修正〔(注)E寸法は置換厚である、を削除。〕

17 F・F型床版工、P・F型床版工 　 ← ○ 文字の修正〔監督員→監督職員に変更。〕

18 集水桝 D-12 ←

19 屈折工（θ=90°θ=45°） D-20 ←

20 排水フリューム用組立落差工構造図（3×3～5×5、H=0.5) 参考図 D-30 ← ○ 使用少のため参考図とする。

21 排水フリューム用組立落差工構造図（6×6、H=0.5) 参考図 D-31 ← ○ 使用少のため参考図とする。

22 排水フリューム用組立落差工構造図（7×7～9×9、H=0.5) 参考図 D-32 ← ○ 使用少のため参考図とする。

23 排水フリューム用組立落差工構造図（3×3～5×5、H=1.0) 参考図 D-33 ← ○ 使用少のため参考図とする。

24 排水フリューム用組立落差工構造図（6×6～9×9、H=1.0) 参考図 D-34 ← ○ 使用少のため参考図とする。

25 田区排水工（A型） D-40 ← ○ 図の修正〔排水管出口を側溝くりぬき型に変更〕

26 田区排水工（地下排水型） D-41 ← ○ 図の修正〔取付管断面図の基礎位置を管側から管底に変更〕

27 板及び粗朶柵工 D-50 ← ○ 文字の修正〔積算基準書に合わせ、板柵工：松板→杉板、2等→t=2.4cmに変更、注意書きの削除。〕

28 地下排水工マンホール標準型 参考図 D-60 ← ○ 文字の修正〔基礎処理工→RC-80、σ28-18N/mm2→18-8-40に変更〕

29 蓋掛進入路工構造図 D-62 新規 図面の新規追加。

30 暗渠取付工（R46型） D-R46 ← ○ 図の修正〔基礎コンクリート(t=10cm)を追加〕。文字の修正〔モルタルに規格1：3を追加、注意書きを削除。〕

31 暗渠取付工（R69型） D-R69 ← ○ 図の修正〔基礎コンクリート(t=10cm)を追加。〕

32 管水路工（塩ビ管）標準断面図 E-01 E-00 ○ 図面名の修正〔標準断面図を追加〕、図面番号の変更。

33 管水路工（塩ビ管）土被りH=0.6mφ50～φ450粘性土 E-04 E-04A ○

34 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.0mφ50～φ450粘性土 E-05 E-05A ○

35 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.2mφ50～φ450粘性土 E-06 E-06A ○

36 管水路工（塩ビ管）土被りH=0.6mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-07A E-07B ○

37 管水路工（塩ビ管）土被りH=0.6mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-07B E-07C ○

38 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.0mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-08A E-08B ○

39 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.0mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-08B E-08C ○

40 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.2mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-09A E-09B ○

41 管水路工（塩ビ管）土被りH=1.2mφ50～φ450砂質土・礫質土 E-09B E-09C ○

42 管水路工（塩ビ管）給水栓引込構造図 E-10 E-60 ○ 図面番号の変更。

43 管水路工（塩ビ管）W配管標準図 参考図 E-11 E-70 ○ 文字の修正〔寸法30cm→300に変更〕、図面番号の変更。

文字の修正〔ほ場整備の手引きに合わせ、標準型→箱抜型、敷厚を0.15→0.10m、盲暗渠工→路肩排水工に変更。）〕
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　　　ほ場整備事業標準設計図　新旧対照表　〔平成21年4月改訂〕
工種 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定内容　又は　削除理由

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記、粘質土→粘性土に変更。〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記、粘質土→粘性土に変更。〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記、粘質土→粘性土に変更。〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕

文字の追加・修正〔掘削勾配を全断面に追記、注意書きに基礎材の現地発生材使用について追記〕



【別紙１】

図面名 備考 図面番号 旧図面番号 改定

　　　ほ場整備事業標準設計図　新旧対照表　〔平成21年4月改訂〕
工種 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定内容　又は　削除理由

44 給水栓保護管構造図（A型コンクリート製） E-15 E-01 ○ 図の修正〔給水栓の位置を法尻→法中に変更〕、図面番号の変更。

45 給水栓保護管構造図（B型ポリ製） E-16 E-02 ○ 文字の追加〔注意書き：給水栓の規格について追記〕、図面番号の変更。

46 給水栓保護管構造図（C型コンクリート製） E-17 E-03ｂ ○ 図面名の修正〔自動給水栓→C型ｺﾝｸﾘｰﾄ、監督員→監督職員に変更。〕、図面番号の変更。

47 給水栓保護管構造図（全自動給水栓型） 参考図 E-18 E-03a ○ 図面番号の変更。

48 空気弁保護工（集水桝工） E-20 E-10 ○ 図の修正〔補修弁コックの位置を変更〕、文字の追加〔基礎工寸法を追加〕、図面番号の変更。

49 空気弁保護工（マンホール型） E-21 E-11 ○ 図の修正〔補修弁コックの位置を変更〕、表中文字の修正〔管径別空気弁径を修正〕、図面番号の変更。

50 空気弁保護工（浅埋設用・集水桝工） E-22 新規 図面の新規追加。

51 空気弁保護工（浅埋設用・マンホール型） E-23 新規 図面の新規追加。

52 制水弁筐Ａ型 E-25 E-15 ○

53 制水弁筐Ｂ型 E-26 E-16 ○

54 制水弁筐（耕地用） E-27 新規 図面の新規追加。

55 制水弁筐（浅埋設用） E-28 新規 図面の新規追加。

56 水路横断管路工 E-30 E-20 ○ 図面名の修正〔旧：水管橋構造図〕

57 階段工（Ｈ＜3.00用） E-50 ←

58 階段工（Ｈ=3.50～6.00用） E-51 ←

59 集、吸水渠布設標準図 F-01 ← ○ 文字の修正〔監督員→監督職員に変更〕、図面名の修正〔伏設→布設に変更〕

60 暗渠排水工標準図（水平水閘型） F-02 ←

61 暗渠排水工標準図（ネジ式水閘型） F-03 ← ○ 図の追加〔断面図にネジ式水閘を追加。〕

62 暗渠排水工標準図（集水渠型） F-04 ←

63 補助暗渠（重粘土土層改良工）標準図 F-05 ←

64 暗渠排水工（地下排水型） 参考図 F-06 ←

65 ドレンレイヤー工法標準図 F-10 新規 図面の新規追加。

66 チップドレンレイヤー工法標準図 F-11 新規 図面の新規追加。

67 補助暗渠工標準図（b=200） F-12 新規 図面の新規追加。

68 補助暗渠工標準図（b=300） F-13 新規 図面の新規追加。

69 水閘部（水平水閘）標準図（φ65mm) F-14 新規 図面の新規追加。

70 水閘部（ネジ式水閘）標準図（φ65mm) F-15 新規 図面の新規追加。

71 管理孔標準図（φ50mm、φ60mm） F-16 新規 図面の新規追加。

72 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(1)）90°φ300～600 Ｇ-01 ← ○ 文字の修正〔基礎砕石、巻立Co寸法を変更（国の図集と整合）〕、使用少のφ150～250を削除。

73 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(2)）90°φ700～1200 Ｇ-02 ← ○ 文字の修正〔基礎砕石、巻立Co寸法を変更（国の図集と整合）〕

74 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(3)）180°φ300～600 Ｇ-03 ← ○ 文字の修正〔基礎砕石、巻立Co寸法を変更（国の図集と整合）〕、使用少のφ150～250を削除。

75 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(4)）180°φ700～1200 Ｇ-04 ← ○ 文字の修正〔基礎砕石、巻立Co寸法を変更（国の図集と整合）〕

76 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(5)）360°φ150～600 Ｇ-05 削除 ほ場整備工事において使用少のため削除。

77 コンクリート巻立（道路横断暗渠工標準断面図(6)）360°φ700～1200 Ｇ-06 削除 ほ場整備工事において使用少のため削除。

78 Ａ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ300～φ350用 Ｇ-10 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

79 Ｂ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ400～φ450用 Ｇ-11 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

80 Ｃ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ500～φ600用 Ｇ-12 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

81 Ｄ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ700～φ800用 Ｇ-13 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

82 Ｅ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ900～φ1000用 Ｇ-14 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

83 Ｆ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）φ1100～φ1200用 Ｇ-15 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

84 Ｇ型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）φ300～φ350用 Ｇ-16 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

85 Ｈ型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）φ400～φ450用 Ｇ-17 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

86 I型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）φ500～φ600用 Ｇ-18 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

文字の修正〔ﾋｭｰﾑ管ｶﾗｰ→制水弁保護リング、旗上げ寸法の変更〕、表の追加〔制水弁台座BF蓋選定表〕、図面番号の変更。

文字の修正〔ﾋｭｰﾑ管ｶﾗｰ→制水弁保護リング、旗上げ寸法の変更〕、表の追加〔制水弁台座BF蓋選定表〕、図面番号の変更。

　〃

　〃

呑吐工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

附帯工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

暗渠排水工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

管水路工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃



【別紙１】

図面名 備考 図面番号 旧図面番号 改定

　　　ほ場整備事業標準設計図　新旧対照表　〔平成21年4月改訂〕
工種 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定内容　又は　削除理由

87 ６－６型水槽構造図 Ｇ-30 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

88 ６－８型水槽構造図 Ｇ-31 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

89 ６－１０型水槽構造図 Ｇ-32 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

90 ８－６型水槽構造図 Ｇ-33 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

91 ８－８型水槽構造図 Ｇ-34 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

92 ８－１０型水槽構造図 Ｇ-35 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

93 ８－１２型水槽構造図 Ｇ-36 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

94 １０－６型水槽構造図 Ｇ-37 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

95 １０－８型水槽構造図 Ｇ-38 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

96 １０－１０型水槽構造図 Ｇ-39 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

97 １０－１２型水槽構造図 Ｇ-40 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

98 １０－１５型水槽構造図 Ｇ-41 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕

99 １２－８型水槽構造図 Ｇ-42 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
100 １２－１０型水槽構造図 Ｇ-43 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
101 １２－１２型水槽構造図 Ｇ-44 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
102 １２－１５型水槽構造図 Ｇ-45 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
103 １５－８型水槽構造図 Ｇ-46 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
104 １５－１０型水槽構造図 Ｇ-47 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
105 １５－１２型水槽構造図 Ｇ-48 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
106 １５－１５型水槽構造図 Ｇ-49 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
107 １５－２０型水槽構造図 Ｇ-50 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
108 ２０－１０型水槽構造図 Ｇ-51 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
109 ２０－１５型水槽構造図 Ｇ-52 ← ○ 図・文字の修正〔鉄筋をD10@200→D13@250に変更（水路工基準書と整合）〕
110 旧堰処理工 H-03 ← ○
111 湧水処理工 H-04 ← ○
112 鋼小構造物設置標準図 H-50 ←
113 ネットフェンス標準図 H-51 ←
114 除雪用標示板 H-52 ←
115 フトン篭工標準図 H-60 新規 図面の新規追加。
116 分水栓（φ75～φ250） H-70 ←
117 簡易鋼製スルースゲート（φ100～φ1000S-G） H-71 H-71a ○ 図面番号の変更。
118 鋳鉄製円形スルースゲート（φ100～φ800FS-SU） H-72 H-71b ○ 図面番号の変更。
119 鋼製スルースゲート（φ200～φ1000SU-4） H-73 H-72 ○ 図面番号の変更。
120 簡易鋼製スルースゲート（φ200～φ650SU-5） H-74 H-73 ○ 図面番号の変更。
121 簡易鋼製スルースゲート（φ200～φ1000SU-5-1） H-75 H-74 ○ 図面番号の変更。

合計 10 118 107 106

文字の追加・修正〔筵→遮光シート、粗朶→砕石、監督員→監督職員に変更、注意書きに流末の水閘設置について追記。〕

文字の追加・修正〔筵→遮光シート、監督員→監督職員に変更。注意書きに流末の水閘設置について追記。〕

水槽工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

水槽工

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

その他

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

簡易ゲート

　〃

　〃

　〃



ほ 場 整 備 事 業 標 準 設 計 図

標　準　設　計　図



標準据付構造図

０型～２型

HF 300×300～HF1,000×1,000

300～450

500～700

300～450

500～700

用水路ベンチフリューム蓋かけ
進入路工標準据付構造図
掛口用ベンチフリューム工
標準据付構造図

Ｄ－０２ 排水路舗装工（排水フリューム）

排 水 路 工 Ｄ－０１ 素掘小排水路標準断面図

Ｃ－１３ BF落差工（H=1000）

Ｃ－１２ BF落差工（H=1000）

Ｃ－１１ BF落差工（H=500）

Ｃ－１０ BF落差工（H=500）

（新設用）標準断面図

BF 250～BF1,000型

Ｃ－０５ BF 250～BF1,000型

Ｃ－０４

横断用ベンチフリューム工

BF 250～BF1,000型

Ｃ－０３ BF 250～BF1,000型

Ｃ－０２
用水路ベンチフリューム舗装工

用 水 路 工 Ｃ－０１ 素掘小用水路標準断面図

備　　考

整　地　工 Ａ－０１ 畦畔工、進入路工

図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

Ｂ－０２ （参考図）

道　路　工 Ｂ－０１

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

箱抜型・上置型道路工

取付道路工

H=0.50
（参考図）Ｄ－３０

（参考図）Ｄ－３１ 排水フリューム用組立落差工構造図

排水フリューム用組立落差工構造図

H=0.50

Ｃ－２０ ベンチボックス構造図

Ｄ－１１ Ｆ・Ｆ型床版工、Ｐ・Ｆ型床版工

形式θ=90°θ=45°Ｄ－２０ 屈折工

6×6

3×3 ～ 5×5

Ｄ－１２ 集水桝



備　　考図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

基礎材：良質土

基礎材：現地発生土

φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土

Ｄ－３２

Ｄ－４１

Ｄ－６０

Ｅ－０７

Ｅ－０９

Ｄ－３３ （参考図）

Ｄ－３４

Ｄ－Ｒ４６ R46型

（参考図） 排水フリューム用組立落差工構造図

排水フリューム用組立落差工構造図

排水フリューム用組立落差工構造図（参考図）

蓋掛進入路工構造図

Ａ

田区排水工（Ａ型）

板及び粗朶柵工

田区排水工（地下排水型）

（参考図）

暗渠取付工

7×7 ～ 9×9

φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土

3×3 ～ 5×5
H=1.00

基礎材：良質土

φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土管水路工（塩ビ管）土被り H=0.60m

Ｄ－Ｒ６９ R69型　HPφ900以下

φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土

Ｅ－０５

Ｅ－０７

φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土

Ｅ－０９ Ｂ

φ50 ～ φ450 粘性土

φ50 ～ φ450 粘性土

Ｅ－０４

Ｄ－６２

Ｄ－５０

Ｄ－４０

排 水 路 工

管水路工（塩ビ管）土被り H=0.60m

Ｅ－０６ 管水路工（塩ビ管）土被り H=1.20m φ50 ～ φ450 粘性土

管 水 路 工 Ｅ－０１

Ａ 管水路工（塩ビ管）土被り H=1.20m

管水路工（塩ビ管）土被り H=1.20m φ50 ～ φ450 砂質土・礫質土

基礎材：良質土

基礎材：現地発生土

管水路工（塩ビ管）土被り H=1.00m

管水路工（塩ビ管）標準断面図

暗渠取付工

地下排水工

H=1.00

マンホール標準型

H=0.50

6×6 ～ 9×9

Ｂ 管水路工（塩ビ管）土被り H=0.60m

Ｅ－０８ Ｂ 管水路工（塩ビ管）土被り H=1.00m

Ｅ－０８ Ａ 管水路工（塩ビ管）土被り H=1.00m

基礎材：現地発生土



備　　考図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

（参考図）

Ｅ－２７

Ｅ－２２

Ｅ－１８

空気弁保護工（集水桝型）

Ｅ－１７

全自動給水栓型

給水栓保護管構造図 Ｃ型（コンクリート製）

給水栓保護管構造図

給水栓保護管構造図

Ｅ－１６ 給水栓保護管構造図

Ｅ－１５

Ｅ－１１ （参考図） 管水路工（塩ビ管）Ｗ配管標準図

管 水 路 工 Ｅ－１０ 管水路工（塩ビ管）給水栓引込構造図

空気弁保護工（浅埋設用)(マンホール型）

空気弁保護工（浅埋設用)(集水桝型）

固定型・固定無型

Ａ型（コンクリート製）

Ｂ型（ポリ管製）

Ｅ－２５

Ｅ－２０

Ｅ－２６

制水弁筺Ａ型

Ｅ－２３

制水弁筺（耕地用）

Ｅ－２８

制水弁筺Ｂ型

制水弁筺（浅埋設用）

Ｅ－３０ 水路横断管路工

暗渠排水工標準図

暗 渠 排 水 工 Ｆ－０１ 集、吸水渠布設標準図

Ｆ－０３ 暗渠排水工標準図

水平水閘型

ネジ式水閘型

階段工

Ｅ－２１ 空気弁保護工（マンホール型）

Ｅ－５１

Ｆ－０２

H=3.50 ～ 6.00用

Ｅ－５０ 階段工 H＜3.00用



備　　考図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

Ｆ－１４

道路横断暗渠工標準断面図（1） φ300 ～ φ600
コンクリート巻立

暗渠排水工標準図

Ｇ－０３

Ｆ－０６

Ｇ－０２

Ｆ－１５

Ｆ－１２

附　帯　工 Ｇ－０１

（参考図） 暗渠排水工（地下排水型）

Ｆ－０５ 補助暗渠（重粘土層改良工）標準図

支承角　180°
φ700 ～ φ1200

支承角　90°

b=200

支承角　90°
道路横断暗渠工標準断面図（2） φ700 ～ φ1200

コンクリート巻立

コンクリート巻立 支承角　180°
道路横断暗渠工標準断面図（3） φ300 ～ φ600

Ｂ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）Ｇ－１１

Ｇ－０４

呑　吐　工

道路横断暗渠工標準断面図（4）
コンクリート巻立

チップドレインヤー工法標準図

ドレインヤー工法標準図

管理孔標準図

水閘部標準図 水平水閘 φ65mm

水閘部標準図

φ1100 ～ φ1200用

φ400 ～ φ450用

φ500 ～ φ600用

φ700 ～ φ800用

φ900 ～ φ1000用Ｅ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）

Ｇ－１３ Ｄ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）

Ｇ－１５ Ｆ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）

補助暗渠工標準図

b=300

集水渠型

補助暗渠工標準図

Ｆ－１６ φ50mm、φ60mm

Ｆ－１３

ネジ式水閘 φ65mm

Ｆ－１１

暗 渠 排 水 工 Ｆ－０４

Ｆ－１０

Ｇ－１０ Ａ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ） φ300 ～ φ350用

Ｇ－１２ Ｃ型暗渠呑吐工構造図（壁タイプ）

Ｇ－１４



備　　考図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

0.80×0.80×1.00８－１０型水槽構造図

Ｇ－３６

１０－１２型水槽構造図

１０－１５型水槽構造図

８－６型水槽構造図 0.80×0.80×0.60

Ｇ－３４ ８－８型水槽構造図 0.80×0.80×0.80

Ｇ－３３

φ300 ～ φ350用呑　吐　工 Ｇ－１６ Ｇ型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）

φ500 ～ φ600用

Ｇ－１７ Ｈ型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）

Ｇ－１８ Ｉ型暗渠呑吐工構造図（控え壁タイプ）

φ400 ～ φ450用

0.60×0.60×0.60水　槽　工 Ｇ－３０ ６－６型水槽構造図

Ｇ－３２

0.60×0.60×0.80Ｇ－３１ ６－８型水槽構造図

６－１０型水槽構造図 0.60×0.60×1.00

Ｇ－３５

Ｇ－４３ １２－１０型水槽構造図

１０－８型水槽構造図

１０－６型水槽構造図 1.00×1.00×0.60Ｇ－３７

Ｇ－４０

８－１２型水槽構造図

Ｇ－３９ １０－１０型水槽構造図

Ｇ－３８

Ｇ－４１

Ｇ－４２ １２－８型水槽構造図

0.80×0.80×1.20

1.20×1.20×1.00

1.20×1.20×1.20

1.20×1.20×1.50

1.00×1.00×1.50

1.00×1.00×1.00

1.00×1.00×0.80

1.00×1.00×1.20

1.20×1.20×0.80

Ｇ－４４ １２－１２型水槽構造図

Ｇ－４５ １２－１５型水槽構造図

1.50×1.50×0.80Ｇ－４６ １５－８型水槽構造図



備　　考図 面 番 号 コード番号 図　面　名　称工　　種

ほ場整備事業標準設計図目次

規　格、寸　法

そ　の　他

Ｈ－０４ 湧水処理工

Ｈ－０３ 旧堰処理工

簡易鋼製スルースゲート

軽荷重グレーチング工、縞鋼板工

ベンチフリューム用ゲート SU-5-1

分水栓 φ75 ～ φ250

ベンチフリューム用ゲート SU-5
φ200 ～ φ1000

φ200 ～ φ650

Ｈ－７１

簡易ゲート Ｈ－７０

Ｈ－６０

1.50×1.50×1.00水　槽　工 Ｇ－４７ １５－１０型水槽構造図

1.50×1.50×1.20

Ｇ－４９ １５－１５型水槽構造図 1.50×1.50×1.50

Ｇ－４８ １５－１２型水槽構造図

1.50×1.50×2.00

Ｇ－５１ ２０－１０型水槽構造図 2.00×2.00×1.00

Ｇ－５０ １５－２０型水槽構造図

2.00×2.00×1.50Ｇ－５２ ２０－１５型水槽構造図

Ｈ－５０ 鋼小構造物設置標準図
戸当り工、グレーチング枠、防護柵

φ100 ～ φ1000　S-G

Ｈ－７２ 鋳鉄製円形スルースゲート φ100 ～ φ 800　FS-SU

φ200 ～ φ1000　SU-4鋼製スルースゲート

Ｈ－７４ 簡易鋼製スルースゲート

Ｈ－７３

Ｈ－７５ 簡易鋼製スルースゲート

Ｈ－５１ ネットフェンス標準図

フトン篭工標準図

除雪用標示板Ｈ－５２



整　　地　　工



畦　畔　工

進 入 路 工

・田差1.5m以上の時は
　中段に小段を設ける

１．進入路は、各耕区に１ヶ所を標準とし、幅員B=4.0mとする。

２．２耕区に１ヶ所とする場合は、幅員B=8.0mとする。

・田差50cm以上の時は
　小段を設けることが
　できる。

1:
1.
0

1:1.0

1:
1.
0

1:1.0

1:1.0

20％以下
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以
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1
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上
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400 300300
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道  路 水平部分

道　路

30
0

400
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田
差

5
0
c
m

高
 
 
さ

高
 
 
さ

田
　

差

Ａ－０１
畦畔工、進入路工

ことができる。



道　　路　　工



※　横断勾配は路床排水を

　　考慮し最大３～５％の

　　構造とする。

※　幅50㎝を10mちどりで設置

※　土のう袋10枚／100ｍ当り

※　砂利道に適用

上　置　型

道路隅切

t

t

RC40 RC40

1:
1.
0

1:1.0

RC40

ｉ％ ｉ％ ｉ％ ｉ％

Ｂ－０１道　路　工

幅員(B)

7.00

6.00

5.50

5.00

4.00

幅員(B) 高さ(H) 敷厚(t) 　摘　要

3.00 0.50 0.10

4.00 0.50 0.10
02

06

09

10

12

型
01

03

型
道路工標準型(箱抜き)寸法表

上置型寸法表

b 500500

B

500 b

B

H

500

2000

20
00

10
0

20
0

500

600

800

H

800

500

20
0

10
0

RC40

300

800

500

50

50
0

300100 100

正面図側面図

平面図

側面図

※　砕石側にフィルタを設置

500

箱　抜　型

敷厚(t) 　摘　要高さ(H)

0.100.30～1.00

0.100.30～1.00

0.100.30～1.00

0.100.30～1.00

0.100.30～1.00

路肩排水工

（箱抜型・上置型）

１型 ２型

ポリ管φ50



取　付　道　路　工
Ｂ－０２

（参考図）

-2.0％-2.0％

2000

L=5.00m

2000

1:
1.
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市

　

　

　

　

　

道

取付区間
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L=5.00m
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道

取付区間

50
0
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0

2000
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市

　

　

　

　

　

道

取付区間

L=5.00m

50
0

50
0

下層路盤工　ｔ＝　　㎝

上層路盤工　ｔ＝　　㎝

表層　ｔ＝　　㎝

S=1:300

Ｃ型（B=5.00）

Ｂ型（B=6.00） Ｄ型（B=4.00）

断　面　図

S=1:100

詳　細　図

S=1:20

型

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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5200

4200
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Ａ Ｂ Ｃ

寸　法　表
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用　水　路　工



素堀小用水路標準断面図
Ｃ－０１

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

小用水路（片）

小用水路（両）

素 堀 小 用 水 路 標 準 断 面 図 

S=1:40

工事施工上の注意

　　行う。

　　とする。

　　準とする。

１．溝畔用土の集積転圧は整地工に含み道路用土の集積と併せて

２．溝畔転圧は基盤切盛に使用する機種、規格のブルトーザーを

４．計画縦断勾配は事前に監督職員の承諾を得た後施工するもの

　　用い、2回以上の履帯転圧をする。

３．水路底は水口（分水口位置）で田面高より10cm上りを標

500 400 500 300 500 400 500

3100

1400 300 1400

50
0

1400 300

500 400 500 300

1700

5
0
0



用水路ベンチフリューム舗装工

（新設用）標準断面図

Ｃ－０２

用水路ベンチフリューム舗装工（新設用）標準断面図

A型 片 溝 畔 B型 両 溝 畔

とする。

を行うものとする。

水路底は当該耕区の中間において、田面より

水路底は当該耕区の中間において、田面より

るものとする。

う十分注意を払い必要に応じてコンクリート等
による巻き立保護を行う。

工事施工上の注意

１．道路用土の集積の際、用水路分も含めて行う。

２．ソケット部は内外面共円形状の製品とする。

３．タイトの種類については、監督職員の承諾事項

４．受台基礎はコンパクター等により十分に突固め

５．

６．計画縦断勾配は監督職員の承諾を得た後施行す

７．曲線部の施行はソケット部からの漏水の無いよ

８．溝畔土工は素堀小用“注意”１、２に準ずる。

1000

900

800

700

650

600

550

500

450

400

350

300

BF250

名称
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400

400

400
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500 700
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300 175

200

235

260

295

320

355

380

415

440

490

550

600 1000

900

800

700

650

600

550

500

450

400

350

300

250 310

360

420

480

530

590

640

690

740

800

900

1010

1110

785

875

695

610

565

520

475

435

390

345

300

260

215 340

450

450

560

560

680

680

780

780

940

940

1150

1150

A H h a1 a2 b1 l1

1350 55

55

50
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45

45

45

45

40

40

35

30

30 50

50

50

50
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60

60

60
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70
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70

70 160

160

160

160

160

160
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160
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130 400
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400 90
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65
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55
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45
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35650
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760

760

880

880

980

980

1140

1140

1350

l2 t1 t2 d1 d2 t

単位:㎜ソケット付ベンチフリューム寸法表(L=2.0m)
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a2A A
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d2
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t

RC-80

10㎝以上上げる事を原則とする。



18-8-40

用水路ベンチフリューム蓋かけ

進入路工標準据付構造図

Ｃ－０３

用水路ベンチフリューム蓋かけ進入路工標準据付構造図

断　面　図 側　面　図

道路用土と併せて盛土を行い、隣接する耕区か
らバックホウ等で寄土してはいけない。

用する機種規格のブルドーザーを用い、２回以

上の履帯転圧をする。

として道路の横断勾配に準じ、路肩より高く盛

土する場合は監督職員の承諾を得た後に施行す

るものとする。

B=4.0m、I=20％(11.3°)以下とする。

するものとする。

工事施工上の注意

１．進入路用土は、ほ場内流用とし基礎切盛の際、　

２．路床用土は基盤切盛（面工事のある場合）に使

３．道路肩より用水路溝畔部までの縦断勾配は規則

４．進入路は各耕区１ヵ所を標準とし、原則として

５．計画縦断勾配は監督職員の承諾を得た後に施行

７．基礎はコンパクター等により十分突固めを行う。

６．ツキ合せ型Ｂ．Ｆを使用する場合は承諾事項と

し、目地材は原則として伸縮用材とする。
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490
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Hb3tb1l1ht2t1a3a2a1名称

単位:㎜渡り施設（進入路）工寸法表

RC-80

RC-80
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掛口用ベンチフリューム工

標準据付構造図

Ｃ－０４
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BF250
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980
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a1 a2 a3 b1 b3 b4 h H1 H2 t t1 d l1 l2

単位:㎜掛口用ベンチフリューム寸法表(L=1.0m)

する。

新設用及び手当工事用施工上の注意によるものと

はいけない。

法と合致する事。

工事施工上の注意

１．Ａ及びＨ寸法は用水路舗装工、新設、手当工事用

寸法表に準ずる。

る。

３．その他工事施工上の取扱については用水路舗装工

４．Ｂ断面水路底部は当該工区の田面高より下がって

５．呑吐口ジョイント部は、Ⅱ型ベンチフリューム寸

６．t1、a3、b3、b4、H1、H2寸法は県統一指導寸法。

２．Ｘ及びＹ寸法は用水路舗装工、新設寸法表に準ず

掛口用ベンチフリューム工標準据付構造図
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横断用ベンチフリューム工

標準据付構造図

Ｃ－０５

af f

e

H

15
0

c

b

  
h1

d
h

e

1000

15
0

h
d

道 　 　 路

50

20

g

均しコンクリート

30

50
20

コンクリート蓋

均しコンクリート

用水

用水

道

路

横断用BF

断面図 平面図側面図

横断用ベンチフリューム工標準据付構造図

場所に捨土するものとする。

するものとする。

法と合致する事。

５　基礎はコンパクター等により十分突固めを行う。

工事施工上の注意

１．掘削残土は監督職員の指示に基づき指定された

２．計画縦断勾配は監督職員の承諾を得た後に施行

３．呑吐口ジョイント部はⅡ型ベンチフリューム寸

４．ｅ、ｆ、ｄ、ｇ寸法は県統一指導寸法である。
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単位:㎜横断用BF寸法表
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300～450

Ｃ－１０BF落差工

工事施工上の注意

の取付部は必要に応じコン

する。

呑吐壁とベンチフリューム

クリートコーキング施工と

ベンチフリューム用落差工( 3 0 0～ 4 5 0 )

BF接合部

呼び名
寸             法 （mm）

300

350
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D
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500～700

Ｃ－１１BF落差工

工事施工上の注意

の取付部は必要に応じコン

する。

呑吐壁とベンチフリューム

クリートコーキング施工と

ベンチフリューム用落差工(500～700)

呼び名
寸              　法 （mm）

500

550

600

650

700

D

380

345

320
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260

h
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415
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600

550

500

a b

435

475

520

565

610

d

55

55

55

55

60

e

65

70

70

75

80

r

60

60

60

70

70

70

70

rs

70

80

80

A

610

660

710

760

820

A1

275

250

225

200

170

（H=500）

RC-80

Ｈ＝0.50

A1 A A1

1160

1160

1360

90
0

15
0

50

凍上防止材

均しコン　18-8-40

基礎処理工

200 2120 200

2520

100

160

2200

160

100

10
0 14
00

15
0

50

1500

D
H=

50
0

h
10

0

（笠上げ板）

ＢＦ

d a d

A1 A A1

1160

e
h

10
0

e b
r

rs

1160

1360

50

14
00

凍上防止材

15
0



工事施工上の注意

の取付部は必要に応じコン

する。

呑吐壁とベンチフリューム

クリートコーキング施工と

H=1.00

ベンチフリューム用落差工(300～450)

BF接合部

呼び名
寸           法 （mm）

300

350

400

450

D

430

395

370

335

h

200

235

260

295

a

300

350

400

450

b

260

300

345

390

d

40

45

50

50

e

50

55

60

60

r

40

50

50

50

rs

50

60

60

60

A

380

440

500

550

A1

220

190

160

135

300～450

Ｃ－１２BF落差工（H=1000）

凍上防止材

100 2000 100

2200

2000

15
0

93
0

D
H=

10
00

h

異形ＢＦ

150 1900 150

2200

2400

15
0

50

17
80

ＢＦ

A1 A A1

820

17
80

50

820

1020

d a d

e b

e
h

r rs

A1 A A1

820

93
0

15
0

50

820

1020

均しコン　18-8-40

基礎処理工

（嵩上げ板）　

RC-80

15
0

h
15

0

h



500～700

Ｃ－１３BF落差工

工事施工上の注意

の取付部は必要に応じコン

する。

呑吐壁とベンチフリューム

クリ－トコーキング施工と

ベンチフリューム用落差工(500～700)

呼び名
寸             法 （mm）

500

550

600

650

700

D

550

515

490

455

430

h

320

355

380

415

440

a

500

550

600

650

700

b

435

475

520

565

610

d

55

55

55

55

60

e

65

70

70

75

80

r

60

60

60

70

70

rs

70

70

70

80

80

A

610

660

710

760

820

A1

295

270

245

220

190
（H=1000）

A1 A A1

1200

11
70

15
0

50

1200

1400

15
0

均しコン　18-8-40

150 2500 150
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100 150 2500 150 100

2800
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D
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0

50

（笠上げ板）

異形ＢＦ

d a d

A1 A A1

1200

20
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15
0

50

1200

1400

凍上防止材

100

11
70

ＢＦ

e b

e
h

r rs

RC-80



Ｃ－２０

とする。

るものとする。

工事施工上の注意

１．目地材の種類については、監督職員の承諾事項

２．計画縦断勾配は監督職員の承諾を得た後施工す

構　造　図

ベ ン チ ボ ッ ク ス

ベ ン チ ボ ッ ク ス

断　面　図

呼び名

300

350

400

450

500

550

600

650

B1

300

350

400

450

500

550

600

650

B2

260

300

345

390

435

475

520

565

B3

420

480

530

580

640

690

740

800

H1

200

235

260

355

320

295

380

415

H2

形　状　寸　法 （mm)

75

70

70

70

65

65

65

60

T3

110

105

95

100

105

90

90

85

T2

110

105

105

100

95

90

90

85

T1

735

690

665

620

585

540

515

470

H3

117.5

110.0

107.5

102.5

95.0

92.5

90.0

80.0

T4

規　格　表

1
5
0

5
0

H
3

T
1

H
2

H
1

T
2

B3

T3 B1 T3

T4 B2 T4

100B3100

R2

R1

L

700 700 610 850 440 770 115 115 75 120.0

800 800 695 960 490 830 120 120 80 132.5

900 900 785 1.060 550 900 125 125 80 137.5

1000 1000 875 1.170 600 970 135 135 85 147.5

R1

40

50

50

50

60

60

60

70

70

70

80

80

R2 目地長

1.490

1.680

1.830

2.010

2.180

2.360

2.510

2.700

2.860

3.180

3.510

3.840

L=1.000

274

334

367

420

484

544

583

665

726

858

982

1.160

L=2.000

547

668

724

840

968

1.090

1.170

1.330

1.450

1.720

1.960

2.310

参考質量（㎏）

100 50

RC-80

18-8-40



排　水　路　工



素 堀 小 排 水 路 標 準 断 面 図

S=1:60

２型　両溝畔

１型　片溝畔

０型　無溝畔

工事施工上の注意

名称について

0.70、1.00、1.20mを各々示す。

例）名称B-2は、深さ0.70mの両溝畔

１．アルファベットＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄは水路深さ0.30、

無溝畔を各々示す。

３．排水路の計画は、Ｃ型を標準とする。

２．数字２、１、０は溝畔のタイプ両溝畔、片溝畔

素堀小排水路標準断面図
Ｄ－０１

30
0

h

300 400 b 300 c 400 300

a

h

300 400 b 300 c

a

h

300b

a

c

300

300

300

700

700

700

1000

1000

1000

1200

1200

1200

2900

1900

900

3700

2700

1700

4300

3300

2300

4700

3700

2700

600

600

300

1000

1000

700

1300

1300

1000

1500

1500

1200

600

300

1000

700

700

1300

1000

1000

1500

1200

1200

ｃｂａｈ

D-0

A-2

A-1

A-0

B-2

B-1

B-0

C-2

C-1

C-0

D-2

D-1

名称

（mm）素堀小排水路寸法表

300



排 水 路 舗 装 工 Ｄ－０２

側　面　図

排水フリューム舗装標準断面図

断　面　図

（裏込無し） （裏込あり）

15
0

B

2000 2000

C

400

h

C

15
0

400

30
0

h

30
0

D a D

HH

D a D

E
t t

t

1:
1.
0

排水フリューム
（有孔）

受　台

溝　畔

1:
1.
0

吸出し防止マット

排水フリューム

RC-80

受　台

溝　畔

（有孔）

1,000×1,000 1,000 1,000 1,150

900×1,000

900×　900

800×　900

800×　800

700×　800

700×　700

600×　700

600×　600

500×　600

500×　500

400×　500

1,000 1,150

1,150

940

940

940

940

780

780

680

680

560

900

900

500

500

600

600

700

700

800

800

400

500

500

600

600

700

700

800

800

900

900

70

70

70

70

70

70

70

60

60

60

60

50

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

400

400

型 寸法 Ca h t D E

300×　300

400×　400

400

400

50

50

300

400

300

400

450

560

（排水フリューム ）



Ｆ・Ｆ型床版工

Ｐ・Ｆ型床版工

Ｄ－１１

20 20

CR80

20 20

L=1.5m
12㎝

b＋100

b

20 20

D=10  ctc200

エラスタイト

松丸太末口

t=2㎝

1mチドリ打設

床　版

D=10  ctc200

t=2㎝

D=10

エラスタイト

床　版

150 h
h1

150

130 130

200 L 200

b

b+100

h2
50

15
0

200 L 200

h2
50

4,000 (350)
260

-40 650 650

-10

-13
-13

-35

-30

-25

-20

-15

型 Ｌ h1 b
ｍ当り
鉄　筋

ｍ当り
タイトh2

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

1,320

(150)

(250)

(200)

(300)

(300)

(350)

160
160

180

220

220

240

240

350

350

400

500

600

600

650 650

600

600

500

450

400

400 16

16

17

19

21

21

23

23

0.6

1.0

1.0

0.9

0.9

0.8

0.7

0.6

㎏ ㎡
14

6.10 ton

ＲＣ橋板

ＲＣ橋板

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床　版

BF1000

ＴＬ

型蓋

Ｐ・Ｆ型床版工Ｆ・Ｆ型床版工

施工上の注意

３．縁切りタイト寸法はh1に同じとする。

４．RC床版を使用する場合の施工幅は500㎜単位とし、

５．(  )内数字は750㎜橋版使用による施工寸法を示す。

１．ｈ寸法は200㎜以上とし、監督職員の指示による。

２．土質によりＰ・Ｆ型に変更することがある。

橋版の場合は750㎜単位とする。

h1
h



集　　水　　桝
Ｄ－１２

B

B

15
0

H
50

10
0

C

t

1:3
モルタルコーキング

コンクリート

RC-80

集　水　桝

60

45

36

30 300

360

450

600

430

490

600

650

30

35

40

50

550

600

700

900

型 Ｂ Ｈ ｔ Ｃ

18-8-40



形式 θ=90°θ=45°

屈　折　工
500

500
1000

52
0500

50
0

50
0

1000 1000

500

800

400 500 400

15
0

50
0

HF300～500型

HF
30
0～
50
0型

モルタル 1:2

屈折フリューム5型

RC-80

10
0

モルタル  1:2

展 開 図

平 面 図

断 面 図

S=1:20

注記   ①　θ=45゜の場合は、屈折フリューム１個を使用する。

②　屈折角θの調整はジョイント部で行い、間げき部は

モルタルを充填する。

Ｄ－２０



構　造　図

排水フリュ－ム用組立落差工 Ｄ－３０

ＡＡ

S=1:50

H=500

D A1 A2 B C（巾×高）
呼び名 寸　　　　　法　(㎜)

400×400

400×500

500×500

400

500

500

400

300

300 640

455

555

560

300×300

540

540

500

500

600

300 500 440 400 355400

350

350

310

H

H=0.50

排水フリューム用組立落差工

①－① ②－②

平 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図

ＣＢ

1240
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1200

970 135135

140140
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0
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0
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C
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40

1200
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0
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A2 A2

A1A2 A2
2200160
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0
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2120200 200
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0
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40
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200 2120 200

2520
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0
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40
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0
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100 2520 100
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0

D

H
H1

14
0

80
0

94
0

120 1000 120

1240

140 920 140

100 1200 100

ＨＦ

Ａ

Ｂ

Ｃ

②①

ＨＦ

① ②

14
0

13
00

14
40

15
0

50

R80

18-8-40

RC-80

H=0.503×3～5×5

R80

(参考図)



18-8-40

RC-80

Ａ Ａ

Ｄ－３１

S=1:60

平面図

Ａ－Ａ断面図
①－① ②－②

③－③ ④－④

H=0.50

排水フリューム用組立落差工

仕切板

ＨＦ

ＨＦ

8080ボルト締め
506㎏

2165㎏

② ③①

50

④

② ③① ④

50

50

60
0

3860

3660
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1500160 220015
014

0
14

40 13
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0
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0
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100100
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50

0
20

0
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100
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構　造　図

排水フリュ－ム用組立落差工

H=0.506×6 (参考図)



RC-80

18-8-40

構　造　図

排水フリュ－ム用組立落差工

Ａ

S=1:60

Ａ

H=700

Ｄ－３２

平面図

プレート

①－① ②－②

③－③

⑤－⑤ 目地 継手

Ａ－Ａ断面図

④－④

H=0.50

排水フリューム用組立落差工
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7×7～9×9 H=0.50 (参考図)



RC-80

18-8-40

構　造　図

排水フリュ－ム用組立落差工

H=1.003×3～5×5

Ｄ－３３

S=1:50

排水フリューム用組立落差工

H=1.00

Ｃ Ｄ

Ａ－Ａ 断 面 図

平 面 図

①－① ②－②
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RC-80

18-8-40

構　造　図

排水フリュ－ム用組立落差工 Ｄ－３４

S=1:100

1300

1320110 110

1540

120

12
0

120

11
50

12
70

120

12
0

120

H1

L3
L2200

L3

160

100

24
00 21
50

25
0 50

15
0

14
00

70
0

16
5019
0010
00

H1
Ｄ

11
50

50
0

15

25

200

125 15

50

23
1

13
38

23
1

B

18
00

L3

B

1000 1000 1000 1000 L1

1328 166166

25
0

14
0016
50

1660

19
00

180 1300 180

25
0

11
50

128128

14
00

1324

1580

16
50

140 1300 140

21
50

25
0

19
00

50
0

1334

16
50

1300210 210

193193

1720

21
5019
00

25
0

24
00

250 1300 100250

1800

231 1338 231

A1

A2

H2

9090 B

H1

B1

40

20

10

4030

50 50

①
②

③
④⑤ ⑥

ＨＦ

① ② ③ ④⑤ ⑥

t=6mm

W=1/2

A
A

ＨＦ

Ｇ

Ａ
Ｂ Ｄ

Ｅ
Ｆ

50 50

50 50

排水フリューム用組立落差工

H=1.00
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Ａ－Ａ断面図
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プレート

平面図
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（巾×高）
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田　区　排　水　工 Ｄ－４０
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380
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200

44.5

4040

50

5050

（ＲＣ）

工事施工上の注意

１．L2は法長に合わせて施工する。

２．道路等を横断する場合は、横断部の構造を

３．素堀水路に施工する場合は、水底より50㎝

４．接続管末端部は、必要に応じ法内に埋設す

適宜検討する。

程度上までとする。

るものとする。

側 断 面 図

平 面 図

正 面 図 側 面 図

保　護　水　槽
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接続ソケット

ポリ管

フリードレーン

保護水槽

本　体 接続管 Ｌ２

φ150

（Ａ型）
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用水パイプ

50

田面

取　付　管 1=1/10

ポリ管 φ150

φ150

地下排水ポリ管

50

ポリ管 φ150

接続ソケット φ150

φ150
フリードレーンI型

100
保護水槽

法尻止ブロック法尻止ブロック

フリードレーンL型
φ150

法尻止ブロック 保護水槽

法尻止ブロック

支管（ポリ製・ポリ用受口）支管（ポリ製・ポリ用受口）

（人力）
（内面平滑・外面コルゲート）

φ150

（フレキシブル・シングル型）

田 面

（フレキシブル・シングル型）

断　面　図

取付管断面図

平　面　図

I型L型

注）法尻止ブロックは管理溝畔を設けず、

田面～路面が0.3m以上の場合に設置

する。 Ｄ－４１田  区  排  水  工

（地下排水型）



板及び粗朶柵工
Ｄ－５０

帯　梢
帯　梢

松杭丸太

立相朶

松杭丸太

1.0m

帯　梢柵　高 立粗朶

1.2m 末口φ12㎝×3m

松杭丸太 備　　　考

0.5m 5.8束

10 束

末口φ6㎝×2m0.7m

10m当り
柵　高

φ15㎝、L=3.7m 1.4m

松杭丸太

1.2m t=3㎝、L=2m

備　考

1.0m

0.8m

φ12㎝、L=3.3m

φ12㎝、L=2.6m 〃

1.2m

1.0m

注）応急的な場合は、別途（軽便策）を考慮すること。

板 柵 工粗 朶 柵 工

立粗朶は、周長0.9mを１束として、10m当り３束を標準とする。

注）帯梢は、φ2.4㎝、長さ３m、１束25本を標準とする。
2

柵
　
高

柵
　
高

600 600 600
1000 1000 1000

松矢板・杉板 松矢板・杉板の高さ

t=2.4㎝、L=2m

松矢板及び杉板



地  下  排  水  工

マンホール標準型

Ｄ－６０

（参考）

下水道用マンホール継手
上流用砂付短管

B

B

蓋及び受枠

AA

EL2
EL1

110110 110110

蓋及び受枠 蓋及び受枠

▽ ELb ▽ ELb

11
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

さ
　

H

30
0程

度

50
～

15
0

ステップ

調整リング

斜　壁

直　壁

く体ブロック

底　板

▽ ELg▽ ELg

①

①

① ②

③

① ②

③

④

① ① ②

①

②

③

（必要に応じて設置）

平  面  図

A-A 断 面 図 B-B 断 面 図

Fタイプ

Cタイプ

Eタイプ

Aタイプ Bタイプ

Dタイプ

Ⅰ型　排水管口径600㎜以下

Ⅱ型　排水管口径700㎜以下

短管を用いてマンホールに取り付ける事。

製品を注文の事。

注）地下排水管が塩ビ管以外の場合は、1mの

計画高は推定であるので現場確認の上、
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0～
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t
20
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t
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0

   D0
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D1

インバート　18-8-40

RC-80



構　造　図

蓋 掛 進 入 路 工

蓋 掛 進 入 路 工

断　面　図

Ｄ－６２
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D10-6φ6-11
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②

D10-6
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D6-11

D6-10

D6-9

D6-6

①

鉄　　筋 参考質量

規　格　表

①

②

③
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0

5
0

1
5
0

5
0

150 150
RC-80

18-8-40

注）１／２確率通水断面及び１／１０確率通水断面が複断面となる場合は適用できない。

排水進入路蓋
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暗 渠 取 付 工

R46型形式

Ｄ－Ｒ４６
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暗 渠 取 付 工

形式

Ｄ－Ｒ６９

平　面　図

側　面　図

A～A　SEC

B～B　SEC

S=1:40
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管　水　路　工



標準断面図

注意事項

・掘削勾配は、安全な勾配とすること。

・側方に埋戻土等が予測される場合は、

　土留工を施す必要がある。

・φ500mm以上は、かん排の手引きによ

　るため別途指示する。

１．管床部は振動コンパクター等により、入

念に締固めなくてはならない。

突固めなくてはならない。

３．埋戻は管頂から30cmまで、人力で入念に

２．管側部は、タコで入念に突固める。

施工上の注意
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管水路工（塩ビ管） Ｅ－０１
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良質な基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

管 水 路 工
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管水路工（塩ビ管） Ｅ－０４

土被り H=0.60m
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0.
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10
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0
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0

10
0 良質な基礎材

基礎材

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。

粘性土



良質な基礎材

良質な基礎材

基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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良質な基礎材

良質な基礎材

基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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土被り  H=0.60m
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基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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良質な基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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基礎材

注）基礎材への現地発生材の使用については、

土質試験を実施し、その結果良好な土質

使用できるものとする。

且つ、最大粒径が基準以下である場合に

注）面工事区域内についてのみこの図による。

注）管側面の発生土を埋戻す場合は、直接管体

に礫が触れないように施工する。
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管水路工（塩ビ管）

給 水 栓 引 込 構 造 図

給水栓引込構造図

Ｊ　型

Ｕ　型

引 込 管 伏 設 標 準 図

VUφ75
Ｌ＝0.7m

VU
φ
75

90
°
ｴﾙ
ﾎﾞ

VUφ
75

Ｌ
＝
0.8m

VUφ75

ｴﾙﾎﾞ
45°

VUφ7545°ｴﾙﾎﾞ 90
°
ｴﾙ
ﾎﾞ
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φ
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Ｌ＝3.3m
VUφ75

本管

本管 90
0

14
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～

500

10
0
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0
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0

12
00
～

道路全幅　Ｂ＝3.0ｍ～8.0m

引込管　Ｂ＝3.0ｍ～8.0m VUφ75

道路全幅　Ｂ＝3.0ｍ～8.0m

引込管　Ｂ＝3.0ｍ～8.0m VUφ75
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Ｗ 配 管 標 準 図

管渠工

(φ300-φ200）

埋戻(発生土)

埋戻(発生土)
1
5
0

3
3
0

3
00

250400
以上 以上

425 250

3
0
0

3
8
0

1
5
0

(φ350-φ100）

管渠工

管水路工（塩ビ管）

S=1:40

管 水 路 工

1：
0.
2～

0.
5

1：
0.
2～

0.
5

（参考図）

埋戻(発生土)

埋戻(発生土)

良質な基礎材

基礎材

良質な基礎材

良質な基礎材

300300
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給 水 栓 D=50㎜
S=1:40

給 水 栓 D=75㎜
S=1:40

S=1:20

平 面 図

給水栓保護管構造図

Ａ型（コンクリート製）
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φ23孔

φ75

VUφ75

保護管（ポリ製）
t=6

RC-80

エルボ　φ75

VU　φ75　L=0.8m

底板

散水栓　φ20
給水栓　φ75

欠口

φ23孔

砕　石

散水栓 φ20

給水栓 φ75

φ
2
3
孔
 
2列

 
1
0
孔
 
θ
＝
1
2
0
°

欠
口

30
0×

40
 θ

＝
90

°

保護管（ポリ製）

ﾍﾞﾝﾄﾞ　φ20

バルブソケット
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0
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0

50

400

40

63

320
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80
0
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    500
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給水栓保護管構造図 

Ｂ型（ポリ製）

※指示により散水栓又はプラグとする。

※給水栓の規格は特記仕様書に定めるものとする。
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給水栓　φ75

保護管（コンクリート製）

保護管（コンクリート製）

田面

エルボφ75 θ=90゜

バルブソケット75×3

給水栓　φ75

120

保護管（コンクリート製）

田面

給水栓　φ75

120

塩ビ管VUφ75
エルボφ75 θ=90゜

バルブソケット75×3

道路

塩ビ管 VUφ75 給水栓保護管構造図

 Ｃ型（コンクリート製）

平 面 図

正 面 図

側 面 図

注）基礎工については、適宣監督職員と協議すること。

(手動又は自動)

(手動又は自動)

(手動又は自動)
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センサー部

センサー部

自動給水栓　φ75

保護管（ポリ製）蓋付

保護管（ポリ製）蓋付

田面

エルボφ75 θ=90゜

RC-80
(0.06m3)

バルブソケット75×3

自動給水栓　φ75

120

蓋（ポリ製）

欠口

保護管（ポリ製）

保護管（ポリ製）蓋付

47

田面

自動給水栓　φ75

120

塩ビ管VUφ75
エルボφ75 θ=90゜

RC-80

バルブソケット75×3

道路

塩ビ管 VUφ75

(0.06m3)

L

L
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0

250
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14
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31
3
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5

56
5

550

26
0

給水栓保護管構造図

（全自動給水栓型） （参考図）

平 面 図

正 面 図
保護管詳細図

側 面 図
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RE-A25FRP製空気弁

コルゲート管

空気弁工（固定型） 空気弁工（固定無）

空 気 弁 保 護 工

（集水桝型）
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TS継手

 18N-8-40コンクリート
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RC-80
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空気弁保護工

（マンホール型）

空気弁工断面図

組合せ図空気弁用Ｔ字管側面図空気弁保護工側面図
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モルタル
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20
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空気弁工（固定型）
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750
コンクリート蓋
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 18-8-40コンクリート

フランジ付Ｔ字管
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（集水桝型）
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空気弁保護工（浅埋設用）

（マンホール型）

空気弁工断面図

空気弁保護工側面図
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組合せ図空気弁用Ｔ字管側面図
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制 水 弁 筺 Ｂ 型
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農

制水弁台座（ＢＦ用蓋）
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側　面　図
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 D10 CTC100

コンクリート角板
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50
0

35
0～

40
0

24
0

h2

a1 b1PR-MF・メカ短
制水弁台座（ＢＦ用蓋）

320

10
0

蓋(FCD-60)

350～400

240

制水弁保護リング

コンクリート 18-8-40

10
0

h1

浅埋設仕様制水弁

TS台座

32
0

410

320 Ｅ－２８制 水 弁 筺

39
0～

50
5

h1

h0

500

320

350～400

240

浅埋設仕様ネジ式制水弁筐(FC-20)

（ 浅 埋 設 用 ）

125

100

75

50 300

300

400

400

本管径 BF蓋規格

400

400

500

500

150

200

250

300

制水弁台座 選定表



Aタイプ

Bタイプ

符号

１

２

３

４

５

６

７

空気孔付短管

乙 　字 　管

名　称

D1×D2

D1 θ=45゜

D1 θ=45゜

規格・寸法

STW

STW

材質

1

数量

1

1

2

2

８

農水用空気弁

受　　　　台

松　 丸　 太

メカ短管

伸縮継手 D1

D=75

500×600×110

φ=180 L=1800

D1

乙 　字 　管

FC

FRP

RC

STW

2

1

2

1F

1F

3方式補修弁付

落蓋式側溝蓋

備　　考

符号

１

２

３

４

５

６

７

空気孔付短管

乙 　字 　管

農水用空気弁

受　　　　台

松　 丸　 太

メカ短管

伸縮継手

名　称

D1×D2

D1 θ=45゜

D1

D1

D=75

500×600×110

φ=180 L=1800

規格・寸法

STW

STW

FC

FRP

RC

材質

1

数量

1

1

2

1

2

2

3方式補修弁付

落蓋式側溝蓋

1F

備　　考

Aタイプ

Bタイプ

①

②

④

⑤

⑥

⑦

D1

D2
④

⑥

⑦

VP or VU

③

VP or VU

L3L3

①

②③

⑤⑤

⑥

⑦⑦

⑧
⑧

D1

D2

④

VP or VU

④

VP or VU

L3L3

H0

L1 L2

L0

L1

H0

L2 L2

L0

水路横断管路工
Ｅ－３０



階  段  工

H＜3.00用

Ｅ－５０

3000

75
0

90
0

60
0

13
00

30
00

700

600

450

600

900

13
×
22
0=
28
60

30
0

700700

11
00

900 900

700

500

2100

2550

30
00

3340.8

600

材　質

SSC41

SS41

SS

STK41

SSC41

SS41

SS

STK41

STK41

SS41

〃

〃

SS41

SS41

SUS304

SUS304 BNWM12.40

［150･75･4.5

FB100･12

φ42.7･3.2

［150･75･4.5

φ42.7･3.2

φ216.3･5.8

FB50･6

FB100･12

L65･65･6

SC1610

寸　　法

3000 611.30

H
重 量

㎏

31.36

塗装
㎡

1

2

3

4

5

6

1.6

1.5

塗装仕様

素地調整

プライマー

下　　塗

中　　塗

上　　塗

色

ケレン

プライマー15μ

ウォッシュ

鉛丹錆止

15μ

30μ

25μ

フタル酸樹脂

〃

赤 145

CHPL3.2

CHPL3.2

PL6

PL12

PL6

設　計　仕　様
14
0

15
0

①

②

⑤

ダブルナット
1

1

ダ
ブ
ル
ナ
ッ
ト

④

③ ⑥

H

GL

150

CHPL3.2

品
番



階  段  工

H=3.50～6.00用

Ｅ－５１

材　質品
番

SSC41

SS41

SS

STK41

SSC41

SS41

SS

STK41

STK41

SS41

〃

〃

SS41

SS41

［150･75･4.5

FB100･12

φ42.7･3.2

［150･75･4.5

φ42.7･3.2

φ216.3･5.8

FB50･6

FB100･12

L65･65･6

寸　　法 H
重 量

㎏

31.36

塗装
㎡

1

2

3

4

5

6

塗装仕様

素地調整

プライマー

下　　塗

中　　塗

上　　塗

色

ケレン

プライマー15μ

ウォッシュ

鉛丹錆止

30μ

25μ

フタル酸樹脂

〃

赤 145

3500 641.40

4000 664.44 32.83

4500 715.44 35.92

5000 736.0 37.15

40.99

42.41

815.0

941.1

5500

6000

CHPL3.2

CHPL3.2

PL6

PL12

PL 6

SUS304

SUS304 BNWM12.40

SC16101.6

1.5

7 SSC41 ［150･75･4.5

SS CHPL3.2

SSC41 ［150･75･4.5

SS CHPL3.2

8

35μ

設　計　仕　様

ダブルナット

②

①

⑤
0

1

15
0

ダブルナット

P
1

③

④
⑧

⑥

⑦

CHPL3.2

GL

700

30
0

900 900

700

11
00

H2

n×
22
0=
M

D

H1

900

700

F
n×
22
0=
N

H

500

B

3000 A

C 450

A

E
700

75
0

90
0

B
30
00

13
00

L



暗　渠　排　水　工



集、吸水渠布設標準図
Ｆ－０１

60～200 300 60～200 700

 800

 900

1000

1100

1200

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

300

1200

 700

 800

 900

1000

1100

φ H2 φ H2

摘　要

400

500

600

150

150

150

H2

250

350

450

H1H

ミニホー

集水渠寸法表

モミガラ壁工寸法表

（M-20）
１．最緩勾配Ｉ＝1/400とする。

　管径の変更及び集水渠方式を採用する。

３．吐出口は計画水路底より150㎜以上に設置する。

２．Ｉ＝1/400 以上の緩勾配となる場合は、監督職員に連絡し

４．トレンチャーによる掘削不能の場合は監督職員と協議の上

　　機種を変更する。

５．一次埋戻（H2）は人力による。

６．粗朶は切口を上流に向け伏設し地表面下25㎝以内に埋設し

　　てはならない。

７．モミガラ壁工は吸水渠の上部を横断する様設置すること。

施工上の注意

トレンチャー ミニホー

吸水渠トレンチャー 吸水渠ミニホー掘削

集　　水　　渠 モ ミ ガ ラ 壁 工

（モミガラ） （砕　　石） （モミガラ） （粗　　朶）

一次埋戻（人力）

モミガラ

有孔ポリ
60～100

二次埋戻（キ）

一次埋戻（人）

砕石G=80㎜～

有孔ポリ
60～100

一次埋戻（人力）

モミガラ

有孔ポリ
60～100

二次埋戻（キ）

一次埋戻（人力）

透水シート

二次埋戻（キ）

一次埋戻（人）

無孔ポリ
60～200

二次埋戻（キ）

一次埋戻（人）

無孔ポリ
60～200

一次埋戻（人）

モミガラ

粗朶

有孔ポリ
60～100

15
0

H1

H

15
0

H1

H

H3
H2

H1

H

H3
H2

H1

H

200200 200 200

200

φ

H

H2

200

H2
φ

H
200

H2
H1

H

機種

20 T

型
モミガラ

20 T

20 T

20 M

20 M

20 M

ト
レ
ン
チ
ャ
ー

H1 H2 H1 H2 H3

450

550

650

450

550

650

150

150

150

150

150

150

350

350

350

350

350

350

100

100

150

150

150

150

150

150

粗朶及び砕石
摘要

砕　石

砕　石

砕　石

粗　朶

粗　朶

粗　朶

ミ
ニ
ホ
ー

トレンチャー

200

300

200

300

吸水渠寸法表

600

700

800

600

700

800

H
H H

（T-20）



暗渠排水工標準図 Ｆ－０２

水平水閘型

I=1:400

L1

6
0
0

L1

L2

A

C

B

道
　
　
　
　
　
路

管理孔

排
水
路

管 理 孔

最　　　緩

吸　水　渠

水　　閘

集水渠
4,000
以上

有孔パイプ

エルボ

レジューサー

チーズ

水　　閘
レジューサー

チーズ

キャップ

無孔パイプ

大曲ベンド

有孔パイプ L1

1
5
0
程
度

A

管理孔

A

B

管理孔 水　　閘

水　　閘

水　　閘

4
0
0

6
0
0

集　水　渠

平　面　図

縦　断　図

配　管　図

管　理　孔 水　閘 φ65－φ100φ60－

１．管理孔及び水閘は埋設管径と同径を使用する。

２．最緩勾配を割る場合は管径及び排水口の設置位置

　　を変更する。

３．渠線数及び間隔は別途指示する。

施工上の注意



ネジ式水閘

暗渠排水工標準図 Ｆ－０３
L1

6
0
0

A

B

A

C

B

道
　
　
　
　
　
路

A

I=1:400

L2≧4,000
L1

管理孔

管理孔

管理孔

排
水
路

管 理 孔

最　　　緩

吸　水　渠

キャップ

無孔パイプ

大曲ベンド

有孔パイプ

1
5
0
程
度

無孔パイプ

集水渠
L2

平　面　図

縦　断　図

管　理　孔 φ60－ φ65－φ100

１．管理孔及び水平水閘は埋設管径と同径を使用する。

２．最緩勾配を割る場合は管径を変更する。

３．渠線数及び間隔は別途指示する。

施工上の注意

4
0
0

6
0
0

ネジ式水閘

ネジ式水閘

ネジ式水閘

ネジ式水閘

ネジ式水閘

ネジ式水閘型



暗渠排水工標準図 Ｆ－０４

集水渠型

I=1:400

L1

6
0
0

A

B

A

C

B

道
　
　
　
　
　
路

A

管理孔

管理孔（集水渠）

水　　閘

排
水
路

水　　閘
管理孔

管理孔

水　　閘

管 理 孔

最　　　緩

吸　水　渠

水　　閘

有孔パイプ

エルボ

レジューサー

レジューサー

水　　閘

エルボ

チーズ

チーズ

集
　
水
　
渠

無孔パイプ

キャップ

無孔パイプ

キャップ

L1

大曲ベンド

有孔パイプ

縦　断　図

管　理　孔 φ60－

平　面　図 配　管　図

φ60－集水渠管理孔

φ65－φ100水平水閘

３．渠線数及び間隔は別途指示する。

２．最緩勾配を割る場合は管径を変更する。

　　する。

１．管理孔及び水閘は埋設管径と同径を使用

施工上の注意

4000

4
0
0

6
0
0

4000



補助暗渠（重粘土層改良工）

標準図

Ｆ－０５

補 助 暗 渠 （重 粘 土 層 改 良 工） 標 準 図

平 面 図

縦　断　図

断　面　図

補助暗渠標準断面図
S=1:20

2
3
0
0

30
0

30
0 50
0

2
0
0
0

500

300

10
0

40
0

30
0

200
本暗渠 補助暗渠

10
0

モミガラ

40

排水路

道　路

n2本×10.0m=Lm

n1本×2.0m=Lm

L+5m= L

L

B



暗　渠　排　水　工
Ｆ－０６

300

500

200

10
7
0

300 200

500

36
0

460

16
0

塩ビアダプター(差口)
φ100

ポリ管(内面平滑･外面コルゲート)
φ100

塩ビアダプター(差口)
φ100

支管(ポリ製塩ビ用受口)

片受け90°エルボ(DV)

水甲　100型

地下排水ポリ管

支管(ポリ製塩ビ用受口)

短管　VU100φ (※が230を越える場合)

※
2
30

1
0
7
0
～
7
7
0

1
3
00
～
1
0
00

（人力）

取付管1=1/100

(内面平滑･外面コルゲート)

φ100　突出100φ100　突出150

田 面

田 面

断　面　図

取付管断面図

（地下排水型） （参考図）
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平 面 図 ドレンレイヤ－標準図

　ドレンレイヤ－工法

　　　標　準　図

2.5m

1
0
.
0
m

1
0
.
0
m

1
0
.
0
m

縦 断 図

6
0
0

集水渠

4.6m

5.0m

2.0m

4.0m以上

水平水閘
管理孔

モミガラ

100

6
0
0

6
0
0

4
5
0

200

6
0
0

200

モミガラ

管理孔断面図

118.4m

125.0m

φ50～60有孔管

4
5
0

φ50～65無孔管φ50～60有孔管

１２５m×８０m＝１００a

集水渠断面図

道路

管理孔 吸　水　渠
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木材チップ

120

6
0
0

平 面 図 チップドレンレイヤ－標準図

2.5m

10
.0
m

10
.0
m

10
.0
m

6
0
0

200

6
0
0

200

木材チップ

管理孔断面図

チップドレンレイヤ－工法

標　準　図

4
5
0

φ50～60有孔管

4
5
0

φ50～60有孔管 φ50～65無孔管
１２５m×８０m＝１００a

集水渠断面図

縦 断 図

60
0

集水渠

4.6m

5.0m

2.0m

4.0m以上

水平水閘
管理孔 118.4m

125.0m

道路

管理孔 吸　水　渠
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平 面 図

補助暗渠標準断面図

補 助 暗 渠 工

標準図（ｂ＝200）

縦 断 図

4
0
0

集水渠

モミガラ

40

4
0
0

2
5
0

１２５m×８０m＝１００a

管理孔 吸　水　渠

5
0
0

30
03
00

300200

1
5
0

補助暗渠本暗渠
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平 面 図

補助暗渠標準断面図

補 助 暗 渠 工

標準図（ｂ＝300）

縦 断 図

4
0
0

集水渠

モミガラ

40

4
0
0

2
5
0

１２５m×８０m＝１００a

管理孔 吸　水　渠

5
0
0

30
03
00

300300

1
5
0

補助暗渠本暗渠
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∫∫

排水路

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ（60×60）

ﾎﾟﾘ製強化ｿｹｯﾄ(60×60)

変換ｿｹｯﾄ(65×60)

変換ｿｹｯﾄ(65×60)

水平水閘φ65

Ａ型（φ65mm）

Ｌ＝Ｌ1＋Ｌ2

2.0m

Ｌ1≒2.0m Ｌ2≒2.5m

放水工 水閘部集水渠工 吸水渠工

φ60 φ60

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ有孔管 φ60

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

水平水閘φ65

∫∫

排水路

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ（60×60）

ﾎﾟﾘ製強化ｿｹｯﾄ(60×60)

変換ｿｹｯﾄ(65×60)

水平水閘φ65

Ｌ＝Ｌ1＋Ｌ2

2.0m

Ｌ1≒2.0m Ｌ2≒2.5m

放水工 水閘部集水渠工 吸水渠工

φ60

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ有孔管 φ60

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

水平水閘φ65

Ｂ型（φ65mm）

VUφ65

水 閘 部 標 準 図

（水平水閘　φ65mm）



ﾎﾟﾘ製無孔管

ﾎﾟﾘ製有孔管 φ60

φ60

ネジ式水閘φ65

吸水渠工

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ（60×60）

ネジ式水閘φ65

排水路

水閘部集水渠工水閘取付工

Ｌ2≒3.5m

2.0m

Ｌ＝Ｌ1＋Ｌ2

変換ｿｹｯﾄ(65×60)

塩ﾋﾞｿｹｯﾄ(65×65)

集水渠部

VUφ65
Ｌ1＝1.0m

Ｆ－１５

（ネジ式水閘　φ65mm）

水 閘 部 標 準 図

水閘部（ネジ式水閘）標準図（φ65mm）



管理孔φ50

ﾎﾟﾘ製有孔管（ﾛｰﾙ物） φ50 ﾎﾟﾘ製有孔管（ﾛｰﾙ物）φ50

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ
φ50×φ50

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ
φ50×φ50

管理孔φ60

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ
φ60×φ60

ﾎﾟﾘ製ｿｹｯﾄ
φ60×φ60

ﾎﾟﾘ製有孔管（ﾛｰﾙ物） φ60 ﾎﾟﾘ製有孔管（ﾛｰﾙ物）φ60

管理孔標準図（φ50mm） 管理孔標準図（φ60mm）

L = 4.6 m

L = 5.0 m

L = 4.6 m

L = 5.0 m

管理孔標準図

（φ50mm、φ60mm）

Ｆ－１６
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コンクリート巻立

道 路 横 断 暗 渠 工 標 準 断 面 図 ( 1 )
S=1:30

300-C

450-C

350-C
500-C
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コンクリート巻立

S=1:30

道 路 横 断 暗 渠 工 標 準 断 面 図 ( 2 )
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コンクリート巻立

S=1:30
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道 路 横 断 暗 渠 工 標 準 断 面 図 ( 3 )
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コンクリート巻立

S=1:30
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呑　　吐　　工



Ｇ－１０

①

②

④

⑤

③

φ300～350

S=1:40

正　面　図 側　面　図

鉄筋加工図

Ａ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に

記　号

１

２

３

４

５

∑

D 13

長さ

1.30

径 本数

0.995

単位重量 重量(㎏/本)

1.294
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3.88

形状
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〃
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0.896

0.299

0.498

1.59
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D 13  13.1㎏

鉄　　筋　　図
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Ａ型暗渠呑吐工構造図

φ300～φ350用



S=1:40

正　面　図 側　面　図

鉄筋加工図

Ｂ 型 暗 渠 工 呑 吐 構 造 図

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に

①

φ400～450

②

④

⑤

③

⑤  D13 
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①  D13 

②  D13  

21-8-25 
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鉄　　筋　　表
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Ｂ型暗渠呑吐工構造図
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S=1:40

正　面　図 側　面　図

鉄筋加工図

Ｃ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に
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鉄　　筋　　表
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Ｃ型暗渠呑吐工構造図

φ500～φ600用
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正　面　図 側　面　図

Ｄ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

鉄筋加工図

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に

Ｇ－１３

Ｄ型暗渠呑吐工構造図
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正　面　図 側　面　図

Ｅ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

鉄筋加工図

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に
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Ｅ型暗渠呑吐工構造図

①  D13

⑤　D13

③　D13

④　D13

②  D13

⑤

④

①

②

③

φ900～1000

記　号

１

２

３

４

５

∑

D 13

長さ径 本数

0.995

単位重量 重量(㎏/本) 重量 形状

〃

〃

〃

〃

５

４

〃

〃

〃

〃

鉄　　筋　　表

６

2.50

0.77

1.80

0.99

1.20

５

2.488

0.766

1.791

0.985

1.194

12.44

 6.13

10.75

 4.93

 4.78

D 13  39.0㎏

2600

1
9
0
0

1
9
0
0

150

6
0
0

2500

500～1000

1
8
0
0

1
5
0
～
5
5
0

5
0
0
～
7
8
0

12
00

21-8-25

Ｅ型暗渠呑吐工構造図

φ900～φ1000用
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S=1:40

正　面　図 側　面　図

Ｆ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

鉄筋をＵ型に補強する。

鉄筋加工図

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に
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Ｆ型暗渠呑吐工構造図

φ1100～φ1200用
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正　面　図

Ｇ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

側　面　図 鉄筋加工図

S=1:30

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に
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Ｇ型暗渠呑吐工構造図
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正　面　図 鉄筋加工図

Ｈ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

S=1:30

鉄筋をＵ型に補強する。

工事施工上の注意

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に

側　面　図
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Ｈ型暗渠呑吐工構造図

φ400～φ450用
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記　号
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Ｉ 型 暗 渠 呑 吐 工 構 造 図

正　面　図 側　面　図

S=1:30

工事施工上の注意

鉄筋をＵ型に補強する。

鉄筋加工図

１．鉄筋のカブリは５㎝とする。

２．ヒューム管を接続する場合の構造図である。

３．ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に
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水　　槽　　工



50

６－６型　水槽構造図

21-8-25

①

②

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

鉄筋加工図
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６－６型　水槽構造図
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鉄筋加工図
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②

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

900

150 300 150 300 300 150

900

15
0

60
0

15
0

90
08
0
0

15
0

80
0

800

800

85
0

85
0

50

21-8-25

６－８型　水槽構造図

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘 要
１本当り
重　量

2,500

3,200

1

2

8

4

Ｇ－３１
６－８型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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900

鉄筋加工図

①

②

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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６－１０型　水槽構造図

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

3,200

2,9001

2

8

5

Ｇ－３２
６－１０型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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1100

鉄筋加工図

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

８－６型　水槽構造図
Ｇ－３３

21-8-25

８－６型　水槽構造図
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 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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50

1100

鉄筋加工図

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

21-8-25

８－８型　水槽構造図
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８－８型　水槽構造図
Ｇ－３４

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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1100

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

８－１０型　水槽構造図
Ｇ－３５

50
21-8-25

８－１０型　水槽構造図

①

②

鉄筋加工図

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

4,000

3,5001

2

８－１２型　水槽構造図
Ｇ－３６

50
21-8-25

８－１２型　水槽構造図

①

②

鉄筋加工図

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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1300

鉄筋加工図

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

2,500

4,800

1

2

１０－６型　水槽構造図
Ｇ－３７
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１０－６型　水槽構造図
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RC-80
18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

１０－８型　水槽構造図
Ｇ－３８

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

鉄筋加工図
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１０－８型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

１０－１０型水槽構造図
Ｇ－３９

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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①

鉄筋加工図
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１０－１０型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

4,800

3,7001

2

１０－１２型水槽構造図
Ｇ－４０

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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鉄筋加工図
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１０－１２型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

4,800

4,3001

2

１０－１５型水槽構造図
Ｇ－４１

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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②

鉄筋加工図
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１０－１５型　水槽構造図

RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。

100 1001300

50500 125 250 225

1300

15
0

15
0

2
5
0
@
5
=
1
2
5
0

50

② D13

① D13

500

100 100

10
0

10
0

② D13.CTC.250

① D13.CTC.250

① D13.CTC.250

Ｄ１３

0.995 4.279

4.776

42.79

33.43

７６．２２kg

D13

D13

10

7



50

1500

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

１２－８型　水槽構造図
Ｇ－４２

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

鉄筋加工図

１２－８型　水槽構造図
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４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

5,600

3,5001

2

１２－１０型水槽構造図
Ｇ－４３

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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②

鉄筋加工図
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１２－１０型　水槽構造図
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４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

１２－１２型水槽構造図
Ｇ－４４

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

鉄筋加工図
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１２－１２型　水槽構造図
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４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

5,600

4,5001

2

１２－１５型水槽構造図
Ｇ－４５

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

①

②

鉄筋加工図

21-8-25

１２－１５型　水槽構造図
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RC-80
 18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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50
50

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

3,400

6,800

1

2

１５－８型　水槽構造図
Ｇ－４６

１５－８型　水槽構造図

21-8-25
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0
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00
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②

鉄筋加工図

RC-80  18-8-40

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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１５－１０型水槽構造図
Ｇ－４７

〃

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

6,800

3,8001

2

１５－１０型　水槽構造図

21-8-25

50

鉄筋加工図
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00
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RC-80
 18-8-40

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

6,800

4,2001

2

１５－１２型水槽構造図
Ｇ－４８
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１５－１２型　水槽構造図

50

RC-80
 18-8-40

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

　　に鉄筋を　型に補強する。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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鉄筋加工図
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① ②
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１５－１５型　水槽構造図

21-8-25

１５－１５型水槽構造図
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１　鉄筋のカブリは５cmとする。

３　ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口に鉄筋を　型に補強する。　　

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

3

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、水路底部より５～１０cm程度下げて施工すること。
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① ②

③

鉄筋加工図
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１５－２０型　水槽構造図

１５－２０型水槽構造図
Ｇ－５０

RC-80
 18-8-40

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

３　ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口に鉄筋を　型に補強する。　　

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

1

2

3

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、水路底部より５～１０cm程度下げて施工すること。
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2300

１　鉄筋のカブリは５cmとする。

３　ベンチフリューム等を接続する場合は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。

２　ヒューム管を接続する場合は接続口に鉄筋を　型に補強する。　　
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①

鉄筋加工図
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２０－１０型　水槽構造図

21-8-25

２０－１０型水槽構造図
Ｇ－５１

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

4,300

8,800

1

2

RC-80  18-8-40

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、水路底部より５～１０cm程度下げて施工すること。
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１　鉄筋のカブリは５cmとする。

３　ベンチフリューム等を接続する場合

２　ヒューム管を接続する場合は接続口　　

②

①

鉄筋加工図
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２０－１５型　水槽構造図

21-8-25

２０－１５型水槽構造図
Ｇ－５２

鉄　　筋　　表

記　号 径 長　さ 本　数 単位重量 重　量 形　状 摘　要
１本当り
重　量

5.500

9.200

RC-80  18-8-40

　　に鉄筋を　型に補強する。　　

　　は接続口に鉄筋をＵ型に補強する。
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100 53
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10
0

0.730

４　呑吐部及び屈曲部に設置する場合は、

　　水路底部より５～１０cm程度下げて

　　施工すること。
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断 面 図

１．勾配は標準Ｉ＝　 　以上とし、下流方向に急勾配を取るように施工すること。
１
：
０
.３

（
掘

削
深

）

Ｈ－０３
旧 堰 処 理 工

（埋　戻）

（人力埋戻）

8
0
0
～

1
0
0
0

施工上の注意

２．配置は監督職員と協議の上決定するものとし、原則として旧水路跡地とする。

３．集水渠はポリ無孔管とする。

ポリ有孔管φ100

300

1/400

遮光シート

RC-80

砕石

４．流末部に水閘を設置すること。



断 面 図

１．吸・集水溝の勾配は標準Ｉ＝

Ｈ－０４
湧 水 処 理 工

8
0
0

施工上の注意

２．湧水量によっては、管径を変更することがある。

３．配置は監督職員と協議の上決定する。

ポリ有孔管φ100～75

300

1/400

吸 水 部

300

8
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1
0
0
0

埋 　 戻

ポリ無孔管φ100

1
5
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1
5
0

1
0
0

導 水 部

掘 削

以上とし、下流方向に急勾配を取るように施工すること。

遮光シート

４．流末部に水閘を設置すること。

RC80



Ｈ－５０鋼小構造物設置

標　準　図

縞 鋼 板 工軽荷重用グレーチング工

軽荷重用Tｰ2

戸 当 り 工

(40×40×6溝形)

グレーチング枠

施工上の注意

１．厚さは、3.2㎜(26.8㎏/㎡)、4.5㎜(26.8㎏/㎡)

２．t=100㎜以上とする。

３．塗装：素地調整、サビ止め２回後、中塗・上塗

施工上の注意

１．塗装仕様は縞鋼板を準用する。

施工上の注意

１．部材はSS41溶融亜鉛メッキとする。

２．45㎏/㎡重量である。

３．最大L=2m以内に加工するものとする。

を色彩別にし、塩化ゴム系又はフタル酸樹脂塗

装とする。
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ネットフェンス標準図
Ｈ－５１
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アンカーブロック設置の場合
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Ｈ－５２
除雪用標示板

除雪用構造物標示板

S=1:20

農業用水管

制水弁

空気弁
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フ ト ン 篭 工
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フトン篭工標準図
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割栗石15㎝～20㎝

割栗石15㎝～20㎝ 割栗石15㎝～20㎝

割栗石15㎝～20㎝

Ｈ－６０注）フトン篭の前面に水路がない場合は、根入れを20cm程度確保する。
　　また、前面に水路がある場合は、フトン篭内部への流入を防止するため、
　　水路天端に合わせるものとする。
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３５０

４００

４８０

５３０

５８０

６３０

６８０

８００

９００

１１００

１２００

１０００

１０００

９００

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

１５０

１００ ３４０

４３０

４７０

５２０

６００

６５０

７００

７５０

８００

９２０

９８０

１２７０

１１７０

１０７０

４０

４０

３８

３８

３５

３５

３２

３２

３０

３０

２５

２５

２５

２５

９

９

９

８

８

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５００

５００

４００

４００

４００

４００

４００

３００

３００

３００

３００

２５０

２５０

２５０ Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ６５×６５×６

Ｌ６５×６５×６

Ｌ６５×６５×６

Ｌ６５×６５×６

φＤ φＦ φＩ フ レ ー ムＨ

簡易鋼製スルースゲート

簡易鋼製スルースゲート

φ100～φ1000

Ｈ－７１



ＦＣ－ＳＵ

戸当水密部ＢＣ

φＦ

φＭＭ口径

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

１５０

１００

Ａ Ｂ Ｃ Ｅ

３２０

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

１５０

１００

３８

３５

３２

３０

３０

２５

２５

２５

２５

φＤ φＦ Ｈ

２３０

２８５

３８０

４３０

４８０

５３０

５８０

６４０

７８０

８８０

９９０

２８５

３４０

３７５

４３５

５００

５５０

６００

６５０

７１０

８６５

９６５

１０７５

３００

５００

５００

５００

５００

５００

５５０

５５０

５５０

６５０

７５０

８５０

３８０

４１０

５００

６５０

７００

８００

８５０

９００

９５０

１２００

１３００

１４００

３０

３２

３５

５００

４００

４００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

４００

φＧ

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｌ６５×６５×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ６５×６５×８

Ｌ６５×６５×８

Ｌ６５×６５×８

Ｌ６５×６５×８

Ｌ６５×６５×８

Ｌ６５×６５×８

フレーム（前）フレーム（後）

6
0
0

φ
Ｄ

1
5
0

φＧ

Ｈ

Ａ

1
0
0

Ｃ

Ｅ

Ｂ

鋳 鉄 製 円 形 ス ル ー ス ゲ ー ト

Ｈ－７２鋳鉄製円形スルースゲート

φ100～φ800



ＳＵ－４

戸当スライド面ＳＵＳ

´

φＦ

Ｇ

６００

６５０

７００

７５０

８００

２５

２５

９

８

６

６

６

６

６

６

６

５００

５００

４００

４００

４００

３００

３００

３００

３００

Ｌ７５×７５×９

Ｌ７５×７５×９

Ｅ ＧφＦ φＩ フ レ ー ムＨ

１０００

９００

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

１０００

９００

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

φＭＭ口径 Ａ Ｂ Ｃ

２６０

３１０

３６０

４１０

４６０

５１０

５８０

７１０

８１０

９１０

１０２５

１１２５ １１１０

１０１０

８８０

７８０

６８０

５８０

５１０

４６０

４１０

３６０

３１０

２６０ ２８０

３３０

３８０

４３０

４８０

５３０

６００

７３０

８３０

１０５０

１１５０

９３０

１０００

９００

８００

７００

６００

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

Ｄ Ｄ́

５００

５５０

９００

１１００

１５００

１７００

１０００

２５

２５

２５

２５

３０

３０

３０

３２

３８

３８

６

１２

１２

３００

３００

３００

Ｌ４０×４０×５

Ｌ６５×６５×６

Ｌ６５×６５×６

Ｌ６５×６５×６

Ｌ５０×５０×６

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

Ｌ４０×４０×５

1
5
0

1
0
0

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｅ

φＩ

Ｂ

5
0
0

Ｈ

Ｄ

鉄 製 ス ル ー ス ゲ ー ト

鉄製スルースゲート

φ200～φ1000

Ｈ－７３



ベンチフリューム用ゲートＳＵ－５

戸 当 ス ラ イ ド 面  Ｓ Ｕ Ｓ

製 品 寸 法 表

φ

φ

Ｆ
Ｂ
50
×
6

Ｌ
40
×
40
×
5

ＰＢ4.5×19

13
　
ア
ン
カ
ー

扉　　板
4.5

ＦＢ4.5×19 5　
チ
ェ
ー
ン

9　
止
ピ
ン

φ φ
ス
ラ
イ
ド
板

S
U
S

FB
38
×
6

SU
S

G

150

18

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

D
F

5
0

5
0

C

A 扉 体 巾

B
 
扉
 
体
 
高

H

E

1
0
0

40

呼び名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｅ ＨＨ ＢＧＦ

四方水密

４５０

４１５

３９０

３５５

３３０

２９５

２７０

１８５

２１０

２３５

２６０

７１０

６６０

６１０

５６０

５１０

４６０

４１０

３６０

３１０

１０３０

５００

５５０

６００

６７０

７２０

７９０

８４０

９１０

９６０

２１５

２４０

２６５

３００

３２５

３６０

３８５

４２０

４４５

４８０

４４０

４９０

５４０

６１０

６６０

７３０

７８０

８５０

９００

９７０

１１０

１４０

１７５

２００

２３５

２６０

２９０

３２０

３５０

９０３２５

３７５

４２５

４７５

５２５

５７５

６２５

６７５

７２５

７７５

２２５

２５０

２７５

３１０

３３５

３７０

３９５

４３０

４５０

４９０

３７０

４２０

４７０

５４０

５９０

６６０

７１０

７８０

８３０

９００７３０

６８０

６３０

５８０

５３０

４８０

４３０

３８０

３３０

２８０ ２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

５５０

６００

６５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

５５０

６００

６５０

簡易鋼製スルースゲート

簡易鋼製スルースゲート

（ベンチフリューム用）

Ｈ－７４



１０００

９００

８００

７００

６５０

６００

５５０

５００

４５０

４００

３５０

３００

２５０

２００

呼び名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＫＪＨＧＦφ φＩ

９６０

２６０

３１０

３６０

４１０

４６０

５１０

５６０

６１０

６６０

７１０

７６０

８６０

１０６０

３２５

３７５

４２５

４７５

５２５

５７５

６２５

６７５

７５５

８０５

８５５

９５５

１１５５

１０５５

５００

５５０

６００

６７０

７２０

７９０

８４０

９１０

９６０

１３８０

１０３０

１０８０

１１６０

１２８０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

５５０

６００

６５０

７００

８００

９００

１０００

２８０

３３０

３８０

４３０

４８０

５３０

５８０

６３０

７００

７５０

８００

９００

１１００

１０００

２１５

２４０

２６５

３００

３２５

３６０

３８５

４２０

４４０

４８０

５０５

５５５

６１５

６６５

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

１１０

１４０

１７５

２００

２３５

２６０

２９０

３２０

３５０

３８５

４３０

５００

５６０ ３２

３２

３２

３２

３０

３０

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５９０

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

４.５

６.０

６.０

２２５

２５０

２７５

３１０

３３５

３７０

３９５

４３０

４５０

４９０

５１５

５６５

６２５

６８５

φＦ

ス
ラ
イ
ド
板
　
Ｓ
Ｕ
Ｓ

Ｇ

Ｂ

5
0

Ｅ

φＩ

Ｄ

Ｋ

5
0

Ｊ

Ｃ

Ａ

Ｈ

ベンチフリューム用ゲートＳＵ－５－１

簡 易 鋼 製 ス ル ー ス ゲ ー ト

Ｈ－７５簡易鋼製スルースゲート

（ベンチフリューム用）




